
 

 

 

 

 

 

子供が成長する評価にするために 

校長 星野 正義 

 

 前期も残すところわずかとなりました。前期最終日の１０月９日には通知表をお渡しします。保護者

の皆様には、お子さんの前期の成長や課題については、すでに個人面談等でお伝えしているところです

が、通知表では各教科の評価を以下の３つの観点で評価しています（たんぽぽ学級の児童は、学習活動

の様子を所見でお伝えします）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校で行われる評価は、子供の成長のための評価である必要があります。結果だけを総括するような

評価ではなく、学習の過程を大切に評価し、その都度成長につなげていくことが重要と考えます。 

また、上の「主体的に学習に取り組む態度」の説明にありますように、「自らの学習状況を把握する

こと」「粘り強く試行錯誤すること」「自らの学習を調整しながら学ぶこと」等ができるように、お子さ

んに応じた自己調整力を磨いていくことも大切です。学んでいることが「好きか、嫌いか」「得意か、

苦手か」ということから、「どうしたらよりよくできるか」ということを、自分自身で考え、説明でき

るようになっていくことが今後につながる力になっていきます。言葉で言うのは簡単ですが、大人も必

要な力で、繰り返し時間をかけながら身に付けていきたいものです。そのために、学校では自分の学習

を振り返る活動を取り入れています。 

 子供たちはみな、「もっとできるようになりたい」「褒めてもらいたい」と思っています。思っていな

がらもなかなか思い通りになるものではありませんが、気持ちは「自分をよりよくしたい」という気持

ちでいます。お子さんが通知表を見せたときには、御多用とは存じますが、通知表の内容を自分なりに

どう感じていて、どうしていきたいかを優しい雰囲気の中で話し合える時間をつくっていただけると

幸いです。「もっとできるはず」と要求ばかりになったり「どうしてできなかったの」などと責めたり

問い詰めたりしないで、お子さんが話すことに耳を傾け、励ましやアドバイスの言葉をお願いします

（ときには御褒美もお子さんのモチベーションを高めます）。お子さんの前向きな気持ちを高めてあげ

られるよう、よろしくお願いします。 

○知識・技能 

知識及び技能の習得状況と、それらを他の学習や生活で活用できる程度に理解したり、技術を習得 

したりしているか。 

○思考・判断・表現 

知識及び技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等を身につけている 

か。 

○主体的に学習に取り組む態度 

自らの学習状況を把握し、学習の進め方について粘り強く試行錯誤するなど、自らの学習を調整し 

ながら学ぼうとしているか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


